
第２回女子―ズ 会議報告 

 

日時：令和元年６月１９日（水）午後４時～５時３０分 

会場：市役所多目的会議室 

出席者：市民メンバー７人、職員プロジェクトメンバー２人、総合政策グループ担当３人 

 

◆自己紹介（新規参加者）。 

◆前回「第１回市民会議５０」の振り返り。 

◆７月の中間発表に向け、女子―ズチームとして実行する事業を「第１回女子―ズ会議」で出た意見を

基に、事務局で「中間発表シート」を事前に作成。シートの内容について検討し、中間発表で発表す

る内容を固める。 

 

『（仮）職業ワークショップ』の中間発表シートについて 

・事業名は要検討。メールかラインで 1 人１案提案し、７月２０日までには決定していく。 

（例）君のミライを見つけよう・キッズスパイスワーク・キャッチ・ザ・ドリームなど。 

・企業ブースごとに対象年齢や対象学年を設定してもらうと参加小中学生はどこを回ろうか検討がつき

やすい。ブースマップ作成も要検討。 

・企業紹介するために、実際に触れるものを用意してもらえるとよりイメージがわく。（キッザニアのよ

うな） 

・会場は屋内以外に屋外開催もあるといい。 

 →参加企業が企業紹介するにあたって、屋外がいい場合（例えば消防：水消火器訓練の実演など）は

屋外開催も考える。ただ、雨天になった場合は屋内対応の準備をしてもらう必要がある。 

・手形とりは、参加企業として瓦業者に声掛けし、ブースの一つとして実行できれば。 

 

笑顔の写真は、『（仮）職業ワークショップ』と同時開催とせず、別事業として実行していく 

・（仮）職業ワークショップは対象が小・中学生に限られているが、もっと小さいお子さんや、中学生 

以上の人にも参加してもらえるよう対象者の幅を広げる。 

・事業名は（仮）職業ワークショップと同じく、後日、メールかラインで 1 人１案提案し、７月２０日

までには決定していく。 

・笑顔の写真の流れ(案)としては、①２０２０年８月～１０月写真応募期間②１１月審査③１２月展示。 

・応募作品の紹介方法を工夫したい。例えばプロジェクター投影や HP 掲載、Facebook 投稿など。ただ、

応募者にはその旨、事前にしっかり許可をとる必要性がある。 

・審査は女子―ズチームが主体となる予定。 

・審査により受賞した写真は、２０２０年１２月 1 日の式典において展示したい。その他にも、市内の

お店で展示できる場所があれば展示していきたい。 

 

 

⇒今日の意見をもとに「中間発表シート」を事務局で作成し、メールやラインで情報共有し、次回全体

会までに内容を固めていく。 

 

 



 

 

◆７月２０日発表者について 

・（仮）笑顔の写真展 

・（仮）職業ワークショップ・・・当日指名。誰が指名されても発表できるよう心の準備をお願いします。 

 

 

        

 

 


